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1．はじめに
　近年，血液疾患の治療は，化学療法の進歩により，
初回治療効果は著明であり，一応の寛解を得て退院す
るケースが多くなった。しかし，血液疾患患者におい
ては，その100％が外来通院を一生続けなくてはなら
ないのが現状である。
　昨年，血液疾患患者の退院指導のパンフレットを作
成し，退院後の生活，通院加療の指導にあたってきた
が，今回私達は外来スタッフと連絡を持ち，退院時看
護要約を作成して，継続看護をさらに深めていこうと
考えた。
　そこで，外来スタッフの協力を得て，退院時看護要
約を利用して，外来での経過を外来看護記録用紙に毎
日記載してもらい，再入院する際に継続して，退院時
要約を病棟へ，申し送りできるような看護システムに
取り組んだので，経過をここに発表する。
皿　経過・実践
　期間：昭和58年6月～10月31日前で
　まず私達は，退院時要約を作成するにあたって，退
院時要約を利用してもらえる現状かどうか，外来スタ
ッフと連絡をとり話し合う機会をもった。話し合った
内容は，①血液疾患患者が入退院をくり返しているな
かで，管理上こまっている事はないか。②病棟からの
退院時看護要約において，どこに重点をおいてほしい
のか。これら2点を中心に話し合い，協力を得ること
にした。
　まず病棟では，退院の日が決まったと同時に退院時
ペンフレットを使用し，指導にあたった。この際医
師サイドからも，退院後注意してほしい項目を含めて
指導した。以上を行なった上で，患者が退院後不安に
思っている事，悩んでいる事，問題になる事を，医師
サイドと看護婦サイドから，再度指導を行ない，これ
からの指導内容を，一つの看護要約にまとめて，記載
した。　（図1・皿参照）　その後，外来と連絡をとり，
■一一一一殿の退院時看護要約を活用してもらうことに
なった。そして，外来と病棟で話し合った結果来院
時の経過を一冊のファイルにとじ込み，来院時，外来
で書き込んでもらうことにした。（図一皿参照）
　その結果，外来では，いくつかの問題点が上がった。
　①他患者の介助も行なわなければならないため，時
間の余裕がない。
　②受診時，その場にいられない事もあり，問題点を
把握できなかったこともあった。
　③指導する場所がないため，指導できない事もあっ
た。
　④最初，外来看護婦間の情報交換が，うまくいかな
かったため，患者把握が十分なされなかった。
　以上の問題点がある中で，実際，それぞれ担当とな
った外来看護婦が，メモを取り，カルテを参考にしな
がら，用紙にまとめることになった。その後，私達は
患者の外来通院状況を把握するために，外来看護婦と
何回か連絡を取り合った。外来看護婦間では，受診日
ごとにチェックする際スタッフ間にも，より密に情
報交換が，出来る様になってきているとのことだった。
　以上の様な現状であり，今もなお腫【＝二：コ殿の外来
看護記録は，継続中である。
皿　今後の課題
　病棟サイドと，外来サイドに分けて，述べていきた
いと思う。
　まず病棟サイドでは，
　①退院が決定したならば，入院中の経過を退院時看
護要約にまとめる訳だが，記載するにあたって，どの
勤務帯の看護婦が行なうのか。
　②退院時パンフレットに基づき，指導を行ない，個
個の問題点を把握し再度看護婦サイド，医師サイド両
者から指導し，その内容を記載するにあたって，どの
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看護婦がまとめるのか。
　③退院時看護要約を，どの様な方法で，外来に持っ
ていけばよいのか。はっきりしていない。
　この様に，今回不明瞭な点が多かった。私達病棟サ
イドでは，今後実践していく上でより円滑に行なうた
めにも，以上の様な細かい点を中心に，再度病棟スタ
ッフ間で，検討していきたいと思う。
　一方外来サイドでは，
　①通院患者が多く，時間におわれがちな状況下にお
いて，どの様にしたら用紙を有効に活用していけるの
か。
　②夜間緊急入院で，内科外来を通らないで入院に至
った場合は，どうずれば良いのか。たとえば，医師と
直接連絡をとり，医師と患者の話し合いの結果，指示
が出された場合は，看護婦が把握するのが難かしい。
　この様に，大きな問題を，かかえているのが現状で
あるとのことだった。外来サイドでは，今後，外来看
護記録用紙を更に検討し，改善してゆき外来から病棟
への通院時看護要約を作成していく計画である。
N　まとめ
　退院時看護要約用紙の作成にあたり，外来看護婦と
のコンタクトがうまくいかず，話し合う機会が十分に
もてなかった。また，一症例のみの実践で，その上，
対象の患者は，現在もなお通院加療中のため，評価段
階まで達し得ていず，考案まで至らなかった。
　従来，退院後の外来診察時には，入院中の経過，退
院時の問題点などに，不明な点が多かったが，今回こ
の退院時看護要約用紙を利用することにより，外来看
護婦の間では，入院中の経過を知る上で，簡潔にまと
めてあり，解りやすかったとのことであった。また，
私達は，外来看護婦との情報交換により，退院後の患
者の経過が解かり，看護援助の一貫性に役立つ一一つの
手がかりをつかめたと思う。
　今後，種々の問題点を解明していくにあたり，退院
時看護要約の活用回数を重ね，用紙の再検討を行ない
外来スタッフと共に，より継続看護を円滑に，個別的
看護を目ざし，取り組んでいきたいと思う。
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